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平
成　

年
度
決
算

２８

 
　

財
政
の
弾
力
性
を
計
る
経
常

収
支
比
率
は
、　

・
９
％
で
あ
る
。

７６

こ
の
数
値
は
、　

年
前
か
ら　

％

５０

７５

が
適
当
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
当

時
と
今
で
は
、
時
代
背
景
・
行
政

需
要
が
大
き
く
違
う
。
こ
の
水
準

に
固
執
す
る
と
、
必
要
な
施
策
を

十
分
に
展
開
で
き
な
い
の
で
は
。

 
　

様
々
な
財
政
指
標
を
総
合
的

に
見
な
が
ら
財
政
運
営
を
行
う
こ

と
が
必
要
と
考
え
る
。

未
収
金
対
策

 
　
　

年
度
決
算
で
は
収
入
未
済

２８

が　

億
円
で
あ
る
。
未
収
金
対
策

５３
は
財
源
の
確
保
と
公
平
性
の
観
点

か
ら
も
重
要
で
あ
る
が
、
税
・
国

保
・
介
護
保
険
の
主
要
三
債
権
以

問答問

外
で
は
取
り
組
み
が
進
ん
で
い
な

い
。
各
担
当
が
債
権
回
収
す
る
に

は
無
理
が
あ
る
。
高
額
・
困
難
・

悪
質
事
案
に
関
し
て
は
、
一
元
的

に
管
理
し
徴
収
す
る
体
制
を
構
築

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 
　

債
権
管
理
の
組
織
一
元
化
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

子
ど
も
教
育
費

 
　

５
年
間
さ
か
の
ぼ
り
、　

区
２３

の
普
通
会
計
に
見
る
教
育
費
の
割

合
の
平
均
値
を
調
査
し
た
。
結
果
、

中
野
区
は　

区
中　

番
目
で
あ
っ

２３

２０

た
。
人
口
減
少
時
代
に
自
治
体
の

魅
力
を
発
信
し
、
選
ば
れ
る
に
は
、

手
厚
い
子
育
て
支
援
と
公
教
育
の

充
実
が
必
要
で
あ
る
。　

区
下
位

２３

に
あ
る
教
育
予
算
の
現
状
を
鑑
み
、

来
年
度
予
算
に
反
映
す
べ
き
で
は
。

答問

 
　

必
要
な
教
育
費
に
つ
い
て
は
、

予
算
措
置
を
行
っ
て
い
く
。

昭
和
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の
整
備

 
　

温
暖
化
対
策
推
進
オ
フ
ィ
ス

へ
の
移
転
整
備
の
考
え
が
示
さ
れ

た
。
１
年
半
前
に
改
定
さ
れ
た
第

３
次　

か
年
計
画
で
は
、
現
地
建

１０

て
替
え
整
備
と
あ
る
。　

か
年
計

１０

画
は
簡
単
に
変
更
で
き
る
の
か
。

区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
は
地
域
自
治

の
拠
点
で
あ
る
。
地
域
か
ら
理
解

を
得
ら
れ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
温

暖
化
対
策
推
進
オ
フ
ィ
ス
へ
仮
移

転
を
し
、
現
地
建
て
替
え
整
備
を

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

 
　

現
状
、
最
善
の
策
と
考
え
て

い
る
。
丁
寧
に
説
明
し
、
理
解
い

た
だ
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

答問答

中
野
区
の
危
機
管
理
組
織

 
　

危
機
管
理
室
を
立
ち
上
げ
る

考
え
は
あ
る
の
か
。

 
　

現
在
の
と
こ
ろ
、
組
織
体
制

を
見
直
す
予
定
は
な
い
。

 
　

重
大
な
危
機
が
発
生
し
た
際

の
区
の
対
応
は
。

 
　

関
連
分
野
が
一
致
協
力
し
て

各
対
策
本
部
を
設
置
し
、
中
枢
機

能
を
担
っ
て
い
く
。

保
育
事
業
・
幼
児
教
育

 
　

様
々
な
支
援
方
法
が
あ
る
と

思
う
が
、
区
の
考
え
は
。

 
　

他
自
治
体
の
状
況
な
ど
を
踏

ま
え
、
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

 
　

私
立
幼
稚
園
の
支
援
を
更
に

充
実
さ
せ
る
べ
き
で
は
。

 
　

今
後
も
実
態
に
即
し
た
支
援

問答問答問答問答

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

教
育
現
場
の
動
物
教
育

 
　

飼
育
に
当
た
り
、
第
三
者
の

力
を
借
り
て
は
ど
う
か
。

 
　

専
門
家
や
地
域
の
力
の
活
用

は
大
切
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

 
　

生
き
物
の
世
話
は
教
育
上
、

重
要
だ
と
思
う
が
、
区
の
見
解
は
。

 
　

大
変
意
義
の
あ
る
活
動
だ
と

と
ら
え
て
い
る
。

町
会
・
自
治
会
へ
の 

参
加
促
進
検
討
会

 
　

検
討
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
は
。

 
　

町
会
・
自
治
会
の
代
表
者
、

区
の
管
理
職
、
学
識
経
験
者
な
ど

の
メ
ン
バ
ー　

名
程
度
の
検
討
会

２０

を　

月
に
立
ち
上
げ
、
年
度
内
で

１０
４
回
の
検
討
を
予
定
し
て
い
る
。

問答問答問答

 
　

き
ち
ん
と
し
た
結
論
を
導
き

出
せ
る
の
か
。

 
　

意
見
の
出
し
や
す
い
雰
囲
気

づ
く
り
に
努
め
た
い
。

東
京
都
の
受
動
喫
煙
防
止
条
例

 
　

実
施
の
場
合
、
区
の
対
応
は
。

 
　

条
例
順
守
の
啓
発
を
行
う
。

 
　

分
煙
対
策
は
ど
う
な
る
の
か
。

 
　

都
と
話
し
合
い
を
し
な
が
ら

対
応
し
て
い
く
。

問答問答問答

国
民
健
康
保
険
税
の
導
入

 
　

徴
収
率
向
上
の
た
め
に
、
国

民
健
康
保
険
税
方
式
に
す
る
こ
と

を
区
長
会
で
提
案
す
べ
き
で
は
。

 
　

社
会
保
険
に
お
け
る
相
互
扶

助
の
理
念
な
ど
の
理
由
か
ら
、
特

別
区
で
は
保
険
料
方
式
と
し
て
お

り
現
時
点
で
求
め
る
考
え
は
な
い
。

中
野
区
土
地
開
発
公
社

 
　

土
地
開
発
公
社
を
活
用
し
て

用
地
を
取
得
し
て
い
る
意
義
は
。

 
　

金
融
機
関
か
ら
機
動
的
な
資

金
調
達
や
、
地
権
者
と
の
交
渉
経

過
に
応
じ
て
柔
軟
に
土
地
取
得
手

続
が
で
き
る
点
で
あ
る
。

問答問答

 
　

他
区
で
は
土
地
開
発
公
社
を

持
た
ず
、
基
金
を
活
用
し
て
用
地

取
得
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
が
、

中
野
区
で
も
検
討
す
べ
き
で
は
。

 
　

今
後
も
土
地
開
発
公
社
を
活

用
す
る
か
、
区
で
直
接
購
入
し
て

い
く
。
基
金
の
設
置
や
活
用
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

 
　

大
規
模
用
地
の
取
得
に
つ
い

て
は
、
議
会
の
関
与
を
要
す
る
一

般
会
計
や
用
地
特
別
会
計
に
限
定

す
る
な
ど
、
新
た
な
用
地
取
得
の

ル
ー
ル
を
構
築
す
べ
き
で
は
。

 
　

土
地
開
発
公
社
に
よ
る
土
地

取
得
に
つ
い
て
は
、
評
議
員
会
へ

の
諮
問
、
答
申
の
手
続
き
を
経
て

お
り
、
手
続
き
の
透
明
性
、
チ
ェ

問答問答

ッ
ク
機
能
は
確
保
さ
れ
て
い
る
。

施
設
整
備
の
方
向
性

 
　

鍋
横
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
の

建
て
替
え
用
地
に
つ
い
て
は
、
商

店
街
に
近
い
と
い
う
立
地
を
生
か

し
、
官
民
一
体
の
複
合
施
設
と
し

て
建
て
替
え
が
で
き
る
の
で
は
。

 
　

商
店
街
の
中
と
い
う
立
地
や

敷
地
の
容
積
率
な
ど
も
勘
案
し
、

区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
資
す
る

よ
う
施
設
整
備
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
る
。

中
野
駅
周
辺
再
整
備
事
業

 
　

区
民
か
ら
ア
リ
ー
ナ
を
つ
く

っ
て
欲
し
い
と
い
う
要
望
は
あ
っ

た
の
か
。

 
　

中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
の
ホ
ー
ル

機
能
を
継
承
し
、
音
楽
イ
ベ
ン
ト

問答問答

な
ど
が
開
催
で
き
る
よ
う
な
施
設

を
つ
く
っ
て
欲
し
い
と
い
う
要
望

が
あ
っ
た
。

 
　

ア
リ
ー
ナ
以
外
に
何
か
要
望

す
る
よ
う
な
声
は
あ
っ
た
か
。

 
　

中
野
駅
周
辺
で
不
足
し
て
い

る
宿
泊
機
能
な
ど
、
様
々
な
機
能

を
要
望
す
る
声
が
あ
っ
た
。

 
　

ハ
ー
ド
面
で
の
事
業
計
画
策

定
が
先
行
し
、
ソ
フ
ト
面
の
事
業

を
実
現
す
る
た
め
の
中
野
シ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
立
ち
上
が
っ
て

い
な
い
。
期
限
を
設
け
て
一
刻
も

早
く
立
ち
上
げ
る
べ
き
で
は
。

 
　

で
き
る
だ
け
早
期
に
体
制
を

整
え
て
い
き
た
い
。

問答問答

高
齢
者
施
策

 
　

第
７
期
の
介
護
保
険
事
業
計

画
で
、
基
金
を
活
用
し
、
介
護
保

険
料
を
抑
制
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

 
　

介
護
給
付
費
準
備
基
金
の
活

用
は
、
計
画
期
間
を
通
じ
て
の
支

出
収
入
等
の
状
況
を
勘
案
し
て
設

定
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

 
　

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
加
算
が
間

に
合
わ
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
来

年
度
も
現
行
相
当
サ
ー
ビ
ス
に
か

か
る
介
護
保
険
予
防
給
付
を　

％
９５

相
当
額
適
用
と
す
る
こ
と
は
、
見

送
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

 
　

平
成　

年
度
に
改
定
さ
れ
る

３０

問答問答

介
護
報
酬
全
体
の
動
向
を
見
な
が

ら
、
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

障
害
者
施
策

 
　

区
役
所
１
階
の
ト
イ
レ
は
、

視
覚
障
害
者
に
と
っ
て
、
男
女
の

区
別
が
認
識
さ
れ
に
く
い
と
の
声

を
聞
い
て
い
る
。
都
が
設
置
し
て

い
る
音
声
案
内
装
置
な
ど
、
視
覚

障
害
者
が
し
っ
か
り
と
区
別
が
で

き
る
よ
う
な
工
夫
を
し
て
は
ど
う

か
。

 
　

音
声
案
内
を
含
め
、
わ
か
り

や
す
い
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

 
　

障
害
者
が
利
用
す
る
施
設
の

ス
マ
イ
ル
な
か
の
は
、
和
式
ト
イ

レ
の
方
が
多
い
状
況
で
あ
る
。
優

問答問

先
的
に
洋
式
化
を
急
ぐ
べ
き
で
は

な
い
か
。

 
　

ト
イ
レ
の
洋
式
化
は
、
都
の

補
助
金
等
の
活
用
も
考
慮
し
な
が

ら
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

 
　

２
０
２
０
年
に
小
学
校
で
必

修
化
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
の
企
業
、
大
学
と
の
連
携
は
ど

う
考
え
て
い
る
か
。

 
　

大
学
や
企
業
と
連
携
し
、
専

門
家
を
招
い
て
の
事
業
は
、
児
童 

・
生
徒
の
関
心
や
意
欲
を
喚
起
さ

せ
、
教
員
に
は
な
い
専
門
的
知
識

や
技
能
が
学
習
で
き
る
。
今
後
、

各
校
の
取
り
組
み
状
況
を
踏
ま
え
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
進
め
て

い
く
。

 
　

計
画
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
環

答問答問

境
整
備
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

 
　

新
学
習
指
導
要
領
が
完
全
に

実
施
さ
れ
る
２
０
２
０
年
に
向
け

て
、
計
画
的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
環

境
整
備
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

交
通
安
全
対
策

 
　

低
額
で
利
用
で
き
る
自
転
車

保
険
の
ニ
ー
ズ
は
高
い
と
言
え
る
。

区
で
も
区
民
交
通
傷
害
保
険
を
導

入
し
て
は
ど
う
か
。

 
　

事
業
費
に
つ
い
て
区
の
財
政

負
担
は
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
区

職
員
の
人
件
費
を
含
め
、
今
後
慎

重
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答問答

民
進
党
議
員
団酒

井　

た
く
や

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
中
野
区
議
団

渡
辺　

た
け
し

自
由
民
主
党
議
員
団

高
橋　

ち
あ
き

公
明
党
議
員
団

木
村　

広
一

q

s

r

t
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　８月２４日に、野方区民ホールで、西武新宿線踏切渋滞解消促進
期成同盟決起大会が行われました。
　いでい良輔議長が出席し、区議会代表として 挨  拶 を行いました。

あい さつ

西
武
新
宿
線
踏
切
渋
滞
解
消

促
進
期
成
同
盟
の
決
起
大
会


